
第５回理事会 次第 

 

【日時】2026 年６月 15 日（月）午後３時 00 分～３時 30 分 

【場所】経団連会館 ５階パールルーム           

 

１ 開 会 

 

２ 議 事 

 

【議案】 

第１号議案 2025 年度事業報告及び計算書類等の承認について（資料１） 

第２号議案 収支予算書の修正について（資料２） 

第３号議案 評議員会の開催について（資料３） 

 

【報告事項】 

報告事項１ 第 48 回技能五輪国際大会（2026 年中国・上海大会）における日本組

織委員会の活動について（資料４） 

報告事項２ 「2028 年技能五輪国際大会（日本・愛知）を成功させる国会議員連

盟」の設立について（資料５） 

報告事項３ 代表理事及び業務執行理事の職務執行状況について（資料６） 

 

３ 閉 会 
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第５回理事会議案書 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2026 年 6 月 15 日 

 

一般財団法人 

2028 年技能五輪国際大会日本組織委員会  
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【議 案】 

 第１号議案 2025 年度事業報告及び計算書類等の承認について（資料１） 

第２号議案 収支予算書の修正について（資料２） 

第３号議案 評議員会の開催について（資料３） 

 

【報告事項】 

 報告事項１ 第 48 回技能五輪国際大会（2026 年中国・上海大会）における日本組 

織委員会の活動について（資料４） 

 報告事項２ 「2028 年技能五輪国際大会（日本・愛知）を成功させる国会議員連 

盟」の設立について（資料５） 

報告事項３ 代表理事及び業務執行理事の職務執行状況について（資料６） 
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議 案 
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第１号議案 2025 年度事業報告及び計算書類等の承認について 

2025 年度の事業報告及び計算書類等は、資料１のとおりとする。 

 

第２号議案 収支予算書の修正について 

収支予算書について、資料２のとおり修正する。 

 

第３号議案 評議員会の開催について 

第４回評議員会は、資料３の開催方法及び内容により開催するものとする。 
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報告事項 
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報告事項１ 第 48 回技能五輪国際大会（2026 年中国・上海大会）における日本組織 

委員会の活動について 

 第 48 回技能五輪国際大会（2026 年中国・上海大会）における日本組織委員会の

活動について、資料４のとおり報告する。 

 

報告事項２ 「2028 年技能五輪国際大会（日本・愛知）を成功させる国会議員連 

盟」の設立について 

       「2028 年技能五輪国際大会（日本・愛知）を成功させる国会議員連盟」の設立

について、資料５のとおり報告する。 

 

報告事項３ 代表理事及び業務執行理事の職務執行状況について 

 一般社団法人及び一般財団法人に関する法律第 197 条において準用する同法第９

１条及び定款第 25 条第６項の規定に基づき、代表理事及び業務執行理事の職務執

行状況について、資料６のとおり報告する。 

 



資料１−１ 
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2025年度 事業報告書（案） 

（2025年８月７日から2026年３月31日まで） 

 

2025年度の主な事業の実施状況については、以下のとおり。 

 

１ 大会開催に向けた着実な準備の推進 

（１）大会開催に向けた着実な準備の推進 

   厚生労働省、愛知県、中央職業能力開発協会が策定した「2028年技能五

輪国際大会基本計画」を基に、2028年技能五輪国際大会（日本・愛知大会）

（以下「大会」という。）の基本計画である「2028年技能五輪国際大会開

催基本計画」を定めた。また、今後開催準備を行うに当たっての基本方針

等を定めた競技計画等の個別事業計画を策定した。 

 

（２）ワールドスキルズ・インターナショナル（ＷＳＩ）等との調整 

 大会開催に係る覚書の締結に向けて、ＷＳＩと文案の協議を行った。 

ＷＳＩ総会、ＷＳＩとの計画会議、上海大会の競技準備週間への参加等

を通じて、ＷＳＩや上海大会組織委員会からの情報収集や意見交換など、

大会開催の準備に向けた調整を進めた。 

 

（３）競技実施に向けた調整 

有識者等から成る運営準備委員会を設置し、大会の競技運営の中核を担

うワークショップ・マネージャーの選任や活動について検討を行った。 

関係企業・団体との調整を進め、ワークショップ・マネージャーを選任

するとともに、ワークショップ・マネージャーを中心とする競技準備推進

体制の構築を進めた。 

 

（４）マーケティング活動の推進 

   大会開催経費の確保に向けて、協賛制度の設計や協賛・寄付獲得戦略の

検討を進めた。 

 

（５）広報活動 

大会開催に向けた広報活動の基本方針を検討するとともに、広報ツール

（ブランドブック等）の検討を進めた。また、組織委員会ホームページを

開設するとともに、大会公式ホームページ作成の準備を進めた。 



 
 

2 

 

 

２ 事務局体制の整備 

関係規程等の整備を着実に行うとともに、事務局体制の整備・強化を進

め、今後の組織や運営体制の在り方等の検討を行った。また、公益財団法

人への移行に向けた準備を進めた。 

 

３ 理事会・評議員会の開催 

（１）設立時理事会（2025年８月７日） 

  ア 開催場所 

経団連会館（東京都千代田区大手町） 

  イ 決議事項 

   ・会長、会長代行、副会長、事務総長及び事務局長の選定について 

・評議員会の開催について 

・代表印の決定について 

・2028年技能五輪国際大会日本組織委員会基本理念について 

ウ 報告事項 

・特別顧問の決定について 

・財産の拠出及び設立の手続に関する調査について 

エ 出席等 

  議決権のある総理事数22名 

  理事出席17名（欠席５名） 

  監事出席２名（欠席０名） 

 

（２）第１回評議員会（2025年８月７日） 

ア 開催場所 

経団連会館（東京都千代田区大手町） 

イ 決議事項 

・評議員会運営規程の決定について 

・評議員及び役員等の報酬等並びに費用に関する規程の決定について 

・役員等の旅費に関する規程の決定について 

ウ 報告事項 

・2028年技能五輪国際大会日本組織委員会基本理念について 

エ 出席等 

  議決権のある総評議員数４名 

評議員出席３名（欠席１名） 
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（３）第１回理事会（2025年８月７日） 

ア 開催場所 

経団連会館（東京都千代田区大手町） 

イ 決議事項 

・事業計画及び収支予算の承認について 

・各種規程（理事会運営規程等13件）の決定について 

ウ 出席等 

議決権のある総理事数22名 

  理事出席17名（欠席５名） 

  監事出席２名（欠席０名） 

 

（４）第２回理事会（2026年２月18日） 

ア 開催方法 

    決議の省略の方法による 

イ 提案事項 

・評議員会の開催について 

・職員の給与に関する規程の一部改正について 

ウ 報告事項 

・特別顧問の選任について 

エ 出席等 

   提案事項につき、理事 21 名の全員から書面により同意の意思表示を、

監事２名の全員から書面により異議がないとの意思表示を得たため、理

事会の決議の省略の方法により、当該提案を可決する旨の理事会の決議

があったものとみなされた。 

 

（５）第２回評議員会（2026年３月４日） 

ア 開催方法 

    決議の省略の方法による 

イ 提案事項 

・理事の選任について 

・監事の報酬額の決定について 

ウ 出席等 

提案事項につき、評議員４名の全員から書面により同意の意思表示を

得たため、評議員会の決議の省略の方法により、当該提案を可決する旨

の評議員会の決議があったものとみなされた。 
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（６）第３回理事会（2026年３月31日） 

ア 開催場所 

経団連会館（東京都千代田区大手町） 

イ 決議事項 

・事業計画及び収支予算について 

・大会開催基本計画について 

・公益認定の申請について 

・2028年技能五輪国際大会の基本的な方向について 

・評議員会の開催について 

ウ 報告事項 

・個別事業計画（競技計画、運営計画、宿泊・輸送計画、広報計画） 

 について 

・代表理事及び業務執行理事の職務執行状況について 

エ 出席等 

議決権のある総理事数22名 

  理事出席17名（欠席５名） 

  監事出席２名（欠席０名） 

 

４ 事務局体制 

  2025年8月7日 総務部及び技術部の２部体制、職員11名で事務局を設置 

2026年3月31日現在 職員16名 

一般財団法人2028年技能五輪国際大会日本組織委員会 事務局体制図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局長 総務部長 総務課長 

財務課長

広報課長 

技術部長 技術課長 
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事業報告書の附属明細書 

 

 

 2025年度事業報告（2025年８月７日から2026年３月31日まで）には、一般社

団法人及一般財団法人に関する法律施行規則第34条第３項に規定する附属明細

書に記載すべき「事業報告の内容を補足する重要な事項」はない。 

 



勘定式

（一財）２０２８年技能五輪国際大会日本組織委員会

（単位：円）

科　　目 金　　　額 科　　目 金　　　額

Ⅰ　流動資産 144,936,273 Ⅰ　流動負債 91,617,882

　現金預金 143,732,021 　未払金 42,267,643

　前払費用 1,204,252 　預り金 49,309,439

　未払法人税等 40,800

Ⅱ　固定資産 15,148,081

　１．有形固定資産 2,010,781 Ⅱ　固定負債 0

　建物付属設備 1,067,000 負債合計 91,617,882

　（減価償却累計額） ▲ 35,744

　什器備品 1,175,900 科　　目 金　　　額

　（減価償却累計額） ▲ 196,375 Ⅰ　指定純資産 68,466,472

　２．無形固定資産 0 Ⅱ　一般純資産 0

　３．その他固定資産 13,137,300

　敷金 13,137,300 純資産合計 68,466,472

資産合計 160,084,354 負債・純資産合計 160,084,354

純資産の部

貸借対照表

令和8年3月31日現在

資産の部 負債の部　　

資料１－２



（単位：円）

Ⅰ 経常活動区分

１ 経常収益

受取補助金等

受取寄附金

経常収益計

２ 経常費用

事業費

管理費

経常費用計

経常収益費用差額

Ⅱ その他活動区分

その他収益
固定資産受贈益

その他収益計

その他費用

その他費用計 0

その他収益費用差額

税引前当期収益費用差額

法人税、住民税及び事業税

当期収益費用差額

1,175,900

68,507,272

40,800

68,466,472

170,833,189

67,331,372

1,175,900
1,175,900

238,164,561

130,812,782

40,020,407

226,164,561

12,000,000

損益計算書（活動計算書）
自 令 和 7 年 8 月 7 日 至 令 和 8 年 3 月 31 日

科目 金額



１．重要な会計方針に係る事項に関する注記

（１）固定資産の減価償却方法

　　 　　 「定額法」による減価償却を実施しています。

（２）消費税等の会計処理

　　 消費税等の会計処理は、税込方式によっています。

（３）その他

　　公益目的事業は、認定前のものです。　

２．貸借対照表の注記

（1）会計区分別内訳

　公益目的事業のみのため内訳の記載は省略します。

（２）有形固定資産及び無形固定資産の内訳と増減額及び残高 （単位：円）

前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高 期末減価償却累計額 当期償却額 差引残高

建物付属設備 0 1,067,000 1,067,000 35,744 35,744 1,031,256

什器備品 0 1,175,900 1,175,900 196,375 196,375 979,525

0 2,242,900 0 2,242,900 232,119 232,119 2,010,781

（３）補助金等の内訳、交付者と増減額及び残高

補助金等の内訳、交付者と増減額及び残高は、次のとおりです。 （単位：円）

交付者 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高 受入区分

補助金 厚生労働省 - 117,932,561 117,932,561 0 指定純資産

負担金 愛知県 - 108,232,000 52,745,053 55,486,947 指定純資産

合計 0 226,164,561 170,677,614 55,486,947

（４）指定純資産の内訳と増減額及び残高 （単位：円）

交付者 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

基本財産 愛知県 - 1,500,000 0 1,500,000

基本財産 中央職業能力開発協会 - 1,500,000 1,500,000

拠出金 愛知県 - 4,500,000 4,500,000

拠出金 中央職業能力開発協会 - 4,500,000 4,500,000

固定資産受贈益 中央職業能力開発協会 - 1,175,900 196,375 979,525

補助金 厚生労働省 - 117,932,561 117,932,561 0

負担金 愛知県 - 108,232,000 52,745,053 55,486,947

合計 0 239,340,461 170,873,989 68,466,472

（５）指定純資産のうち指定寄付金の受入年度別残高及び支出見込み （単位：円）

交付者

1年以内 1年超5年以内 5年超10年以内 10年超

基本財産 愛知県 1,500,000

基本財産 中央職業能力開発協会 1,500,000

拠出金 愛知県 4,500,000

拠出金 中央職業能力開発協会 4,500,000

負担金 愛知県 55,486,947

合計 67,486,947

内訳

受入年度別残高

科目

合計

補助金等の名称

有形固定資産

内訳

財務諸表に対する注記

個別注記表



３．活動計算書の注記

（1）財源区分別内訳 （単位：円）

一般純資産 指定純資産 合計

226,164,561 226,164,561

12,000,000 12,000,000

0 238,164,561 238,164,561

130,812,782 130,812,782

40,020,407 40,020,407

0 170,833,189 170,833,189

0 67,331,372 67,331,372

0

1,175,900 1,175,900

0 1,175,900 1,175,900

0

0 0 0

0 1,175,900 1,175,900

0 68,507,272 68,507,272

40,800 40,800

0 68,466,472 68,466,472

0 0 0

0 68,466,472 68,466,472

（２）会計区分及び事業区分別内訳

一般純資産の部がないため内訳は省略します。

　その他費用

期首一般純資産又は期首指定純資産

当期収益費用差額

その他収益費用差額

税引前当期収益費用差額

その他費用計

法人税、住民税及び事業税

期末一般純資産又は期末指定純資産

財務諸表に対する注記

科目

経常収益費用差額

Ⅱ　その他活動区分

　固定資産受贈益

　受取補助金等

経常費用計

　受取寄付金

経常収益計

経常費用

その他収益計

　管理費

Ⅰ　経常活動区分

経常収益

　事業費

　　公益事業費

個別注記表 (2)



１．基本財産及び特定資産の明細

基本財産及び特定資産について、財務諸表に対する注記２に記載しているため、

　　 内容の記載を省略しています。

２．引当金の明細

該当なし

附　属　明　細　書

附属明細書



場所・物量等 金額

普通預金

三井住友銀行  東京公務部 131,732,021

三井住友銀行  東京公務部 9,000,000

三井住友銀行  東京公務部 3,000,000

　前払費用 株式会社尾澤薬舗（オザワビル7階） 1,204,252

事務所付帯設備 1,031,256

ネットワーク用ＬＡＮ 979,525

株式会社尾澤薬舗（オザワビル7階） 13,137,300

160,084,354

（株）博報堂等 事業者等に対する未払金 42,267,643

 預り金 税務署 源泉所得税等の預り金 245,000
厚生労働省 預り負担金 49,064,439

 未払法人税等 東京都新宿都税事務所 法人都民税均等割 40,800

91,617,882
68,466,472純資産合計

科目 使用目的等

流動資産

固定資産

負債合計

　敷金

資産合計

 未払金

固定負債

2.その他固定資産

流動負債

財産目録

基本財産として

公益目的事業会計に使用

法人会計に使用

　預金 運転資金として

1.有形固定資産

　建物

　什器備品

財産目録



事業費・管理費の形態別区分
公益目的事業会計 法人会計 合計 配賦基準

配賦基準：直接配賦

配賦基準：直接配賦

配賦基準：職員数比

配賦基準：直接配賦

配賦基準：直接配賦

配賦基準：直接配賦

配賦基準：直接配賦

配賦基準：直接配賦

配賦基準：職員数比

配賦基準：職員数比

配賦基準：職員数比

配賦基準：職員数比

配賦基準：職員数比

配賦基準：直接配賦

配賦基準：直接配賦

配賦基準：直接配賦

配賦基準：直接配賦

配賦基準：直接配賦

配賦基準：直接配賦

配賦基準：直接配賦

配賦基準：直接配賦

配賦基準：職員数比

配賦基準：直接配賦

130,812,782 40,020,407 170,833,189合計

支払手数料 56,959 60,666 117,625

委託費 34,294,390 5,396,032 39,690,422

雑費 6,000 6,000

出向者負担金 25,215,508 3,455,900 28,671,408

諸会費 9,100 9,100

通訳翻訳費 3,832,912 704,832 4,537,744

広告宣伝費 71,150 71,150

租税公課 80,000 12,600 92,600

支払負担金　 50,076,900 50,076,900

保険料 15,319 17,021 32,340

諸謝金 70,000 70,000

光熱水料費 97,660 116,231 213,891

賃借料 1,827,007 3,302,183 5,129,190

消耗品費 1,281,718 1,329,400 2,611,118

修繕費 519,172 679,330 1,198,502

会議費 872,125 493,603 1,365,728

通信運搬費 463,070 498,182 961,252

減価償却費 35,744 196,375 232,119

福利厚生費 10,340 118,140 128,480

旅費交通費 8,018,742 7,503,000 15,521,742

法定福利費 1,785,771 5,995,547 7,781,318

給料手当 2,188,295 9,486,265 11,674,560

役員報酬 640,000 640,000



（1） 資金調達の実績について

 （２）設備投資の実績について

資金調達及び設備投資の実績について

当該年度において実績はありません。

当該年度において実績はありません。

資金調達及び設備投資の実績について
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第２号議案 収支予算書の修正について 

 収支予算書を以下のとおり修正する。 

 

【令和８年度収支予算書】 

修正後 修正前 

収支予算書 

（2026 年 4 月 1 日から 2027 年 3 月 31 日まで） 

  

（単位：円） 

科目         金額 

（削除） 

１．経常活動区分  

 （１）経常収益  

    ①受取補助金等     678,828,000 

   受取国庫補助金     678,828,000 

  ②受取負担金     587,093,000 

   愛知県受取負担金  587,093,000 

  経常収益計       1,265,921,000 

 （２）経常費用  

  ①事業費              1,139,996,000 

   給料手当          96,807,000 

   法定福利費           3,285,000 

   福利厚生費              10,000 

   諸謝金                 75,277,000 

   旅費交通費         306,322,000 

   会議費                 15,826,000 

   消耗品費           6,131,000 

   印刷製本費             132,000 

   水道光熱費             992,000 

   通信運搬費          34,544,000 

   通訳翻訳費         202,207,000 

   広告宣伝費         202,698,000 

   委託費                 72,600,000 

   賃借料                 25,457,000 

   減価償却費              44,000         

   支払利息              84,000 

   拠出金                 97,580,000 

  ②管理費                165,620,000 

   役員報酬           1,056,000 

給料手当          60,166,000 

   法定福利費             996,000 

   福利厚生費              52,000 

   諸謝金                  5,768,000 

収支予算書 

（2026 年 4 月 1 日から 2027 年 3 月 31 日まで） 

  

（単位：千円） 

科目        予算額 

Ⅰ 一般純資産増減の部 

１．経常活動区分  

 （１）経常収益  

    ①受取補助金等     678,828 

   受取国庫補助金     678,828 

  ②受取負担金     587,093 

   愛知県受取負担金  587,093 

  経常収益計       1,265,921 

 （２）経常費用  

  ①事業費              1,139,996 

   給料手当          96,807 

   法定福利費           3,285 

   福利厚生費              10 

   諸謝金                 75,277 

   旅費交通費         306,322 

   会議費                 15,826 

   消耗品費           6,131 

   印刷製本費             132 

   水道光熱費             992 

   通信運搬費          34,544 

   通訳翻訳費         202,207 

   広告宣伝費         202,698 

   委託費                 72,600 

   賃借料                 25,457 

   減価償却費              44                

   支払利息              84 

   拠出金                 97,580 

  ②管理費                165,620 

   役員報酬           1,056 

給料手当          60,166 

   法定福利費             996 

   福利厚生費              52 

   諸謝金                  5,768 
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   臨時雇用賃金           5,974,000 

   旅費交通費          55,754,000 

   会議費                    255,000 

   消耗品費           2,010,000 

   印刷製本費             132,000 

   水道光熱費             992,000 

   通信運搬費           3,857,000 

   通訳翻訳費           8,569,000 

   賃借料                 19,398,000 

   減価償却費              37,000 

   租税公課             270,000 

   支払利息             334,000 

  経常費用計       1,305,616,000 

  経常収益費用差額      ▲  39,695,000 

     

２．その他活動区分  

（１）その他収益  

 その他収益計               0 

（２）その他費用  

 その他費用計                   0   

 その他収益費用差額                   0 

 当期収益費用差額       ▲ 39,695,000 

 期首純資産               4,062,000 

 期末純資産              ▲ 35,633,000 

  

（削除） 

 

   臨時雇用賃金           5,974 

   旅費交通費          55,754 

   会議費                    255 

   消耗品費           2,010 

   印刷製本費             132 

   水道光熱費             992 

   通信運搬費           3,857 

   通訳翻訳費           8,569 

   賃借料                 19,398 

   減価償却費              37 

   租税公課             270 

   支払利息             334 

  経常費用計       1,305,616 

  経常収益費用差額      ▲  39,695 

     

２．その他活動区分  

（１）その他収益  

 その他収益計            0 

（２）その他費用  

 その他費用計               0      

 その他収益費用差額               0 

 当期一般純資産差額       ▲ 39,695 

 一般純資産期首残高           1,062 

 一般純資産期末残高       ▲ 38,633 

  

Ⅱ 指定純資産増減の部  

一般純資産への振替額               0 

当期指定純資産増減額               0 

指定純資産期首残高           3,000 

指定純資産期末残高           3,000 

Ⅲ 純資産期末残高       ▲ 35,633 
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第３号議案 評議員会の開催について 

 

 

第４回評議員会は、以下の開催方法及び内容により開催するものとする。 

（１）開催方法 

一般社団法人及び一般財団法人に関する法律第 194 条及び定款 21 条第１項

の規定に基づき、書面により評議員会を執り行う。 

（２）議題 

○第１号議案 2025年度計算書類等の承認について 

○第２号議案 理事の選任について 

以下の者を理事として選任する。 

（新任者） 

氏名 所属名 

東 秀行 公益社団法人全国工業高等学校長協会 

(参考)理事長任期 

2026年 5月 26日から 2028年 5月 23日まで 

 

（参考：前任者） 

氏名 所属名 

守屋 文俊 公益社団法人全国工業高等学校長協会 

(参考)理事長任期 

2026年 5月 26日まで 

 

○報告事項 2025 年度事業報告について 

 



○ 2026（令和8）年9月22日より第48回技能五輪国際大会が中国・上海で開催

○ 組織委員会では、次回技能五輪国際大会の運営組織として以下の活動を実施予定

第 4 8回技能五輪国際大会（中国・上海）における日本組織委員会の活動について

大会公式スケジュール 組織委員会対応・関連事項

●PRブース設置 【大会１日目から４日目】
上海大会の会場内に次回大会開催国ブースを設置し、愛知大会の概要
やコンセプトに加え、日本や愛知の文化や技能に関する実演・技能体
験を通じ、日本・愛知の魅力を発信し、愛知大会のＰＲを行う

●次回大会主催者レセプション 【大会４日目】
各国公式代表、ＷＳＩ役員、上海大会のグローバルスポンサー等を
招いて立食パーティーを開催し、愛知大会のＰＲを行う

●閉会式における次回大会PR及び大会旗の受け渡し【閉会式】
閉会式において、次回大会開催地としてのＰＲ映像を上映するととも
に、大会旗の引継ぎを受ける
大会旗の受け渡しには、次回大会運営組織のほか、過去の技能五輪国
際大会出場者が参加する

●WSI総会における愛知大会のPR

次回大会開催地としてのＰＲ映像の上映等を実施する

●ワークショップマネージャー等による大会視察・調査【全期間】
2028年愛知大会のワークショップマネージャー等が、上海大会におい

て大会の準備・運営等を視察・調査するため参加

【大会概要】
●開 催 地：中国・上海
●開催期間：2026年9月22日（火）～27日（日）（6日間）
●競技会場：国家会展中心
●開閉会式：上海世博中心
●参加規模：約70か国・地域、約1,400人

９月15日（火）～
９月21日（月）

競技準備

９月22日（火） 開会式

９月23日（水） 大会１日目

９月24日（木） 大会２日目

９月25日（金） 大会３日目

９月26日（土） 大会４日目

９月27日（日） WSI総会・閉会式

1
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ワークショップ・マネージャー等による大会視察・調査

スケジュール詳細

〇ワークショップ・マネージャー等が、上海大会において大会の準備・運営等を視察・調査を行うもの

※ワークショップ・マネージャー：競技職種ごとに任命される、競技エリアの設置、資機材の調達、安全衛生等に関する責任者

C-9 C-8 C-7 C-6 C-5 C-4 C-3 C-2 C-1 C1 C2 C3 C4 C+1 C+2

9/14(月) 9/15(火) 9/16(水) 9/17(木) 9/18(金) 9/19(土) 9/20(日) 9/21(月) 9/22(火) 9/23(水) 9/24(木) 9/25(金) 9/26(土) 9/27(日) 9/28(月)

テクニカルオブザーバーとして視察（13日間）移動日 移動日

設営 会場調整・競技準備 競技 撤収

※ あわせて、組織委員会職員による資機材の輸送・保管、選手等の輸送体制、メディアセンター、
デリゲートレストラン、公式行事・付帯事業（開閉会式、１校１国プログラム等）の準備・運営に
ついての視察・調査も実施。

【視察・調査事項】
●競技会場のレイアウト
●競技資機材の搬入・管理
●各競技職種のワークショップ設営、インフラ管理
●競技の準備・当日運営、会場の撤収作業

2



〇愛知大会の概要やコンセプトに加え、日本や愛知の文化や技能に関する実演・技能体験を通じ、日本・愛知の魅力を発
信し、愛知大会のＰＲを行うもの

愛知大会PRブースの設置

＜展示内容イメージ＞ ※ブースのデザイン等は今後受託事業者と調整

⚫ 上海大会会場内にブースを出展
（床面積 100平方メートル）

⚫ ブース配置場所等は未定
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次回大会主催者レセプション

【会場詳細： PRIMUS Hotel 】
上海大会の競技会場より
●距離：直線距離約600m
●時間：徒歩約10分

C1 C2 C3 C4
9月23日(水) 9月24日(木) 9月25日(金) 9月26日(土)

WSA2028
レセプション

競技４日間

大会会場

レセプション会場

スケジュール（予定）

18:30～
受付開始

（WSA2028PR動画）

19:00

レセプション開会

WSA2028 挨拶

WSI挨拶

WSS2026挨拶

21:00 閉会

〇各国公式代表、WSI役員、上海大会のグローバルパートナー等を招いてレセプションを開催し、愛知大会のＰＲを行うもの

【概要】
●会 場：PRIMUS Hotel Shanghai Hongqiao
●招待数：約200名
●招待者：各国公式代表（WSI加盟団体の代表者）

ワールドスキルズインターナショナル（WSI）役員
上海大会グローバルパートナー（スポンサー）

など
●形 式：立食形式

レセプション詳細
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リヨン大会での様子

◇日本側登壇者（予定・敬称略）

・大橋徹二 （JAVADA 会長・組織委員会会長代行）

・古本伸一郎（愛知県副知事・組織委員会評議員）

・有馬浩二 （愛知県経営者協会会長・組織委員会副会長）

・竹内雅臣 （トヨタ自動車㈱トヨタ技能者養成所次長

愛知県技能士会連合会 理事長）

                     第26回技能五輪国際大会（1985年・大阪）銀賞

・花咲恵乃 （組織委員会事務局長）

閉会式における愛知大会PR及び大会旗の受け渡し

〇閉会式において、次回大会開催地としてのＰＲを行うとともに、上海大会開催者から大会旗の引継ぎを受け

るもの

〇大会旗の受け渡しには、次回大会運営組織のほか、過去の技能五輪国際大会出場者が参加することとされている
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〇 2026年6月3日、超党派の国会議員による「2028年技能五輪国際大会（日本・愛知）を成功させる国会議員

連盟」が設立（会長：加藤勝信衆議院議員）。

〇 設立総会には、多数の国会議員をはじめ、大会関係団体や組織委員会の関係者が参加。また、2024年リヨン大

会の金メダリストからのメッセージに加え、上野厚生労働大臣（組織委員会特別顧問）や大村愛知県知事（組

織委員会会長代行）から挨拶。

〇 大会の成功と技能の振興に向けた取組を推進すること目指し、本国会議員連盟の決議を採択。

2 0 2 8年技能五輪国際大会（日本・愛知）を成功させる国会議員連盟について

2028年技能五輪国際大会の開催を見据え、大会開催を契機とした人材育成や技能継承、
大会に参加する選手の強化、国内における技能の振興や技能を尊重する機運の醸成など、
大会の成功と技能の振興に向けた取組を推進することを目的として設立。

〇若年技能者の裾野の拡大を図るため、次の時代を担う小学生・中学生・高校生を含め、
広く関係者に2028年技能五輪国際大会（日本・愛知）について積極的な広報を行うと
ともに、技能五輪大会のメダリストなど大会OG・OBの協力も仰ぎながらものづくり
の魅力発信に努め、全世代型リスキリングを促進する国民運動とも連携し、技能尊重
気運の醸成を図ること
〇同国際大会で日本人選手が活躍できるよう参加選手の競技力強化に努めるとともに、
国をあげた連携・支援体制を構築すること
〇同国際大会の開催に向けて寄付金を募集するに当たり、公益法人認定法に基づく認定
や法人税法に基づく指定寄付金及び所得税法に基づく特定寄付金の指定等必要な措置
を受けること
〇同国際大会の開催に加えて、青年技能者の技能レベルの日本一を競う技能五輪全国大
会について、2028年の開催に向け、準備を加速すること

資料５
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代表理事及び業務執行理事の職務執行状況報告 
（2026年3月1日から2026年5月31日まで） 

 

 

一般社団法人及び一般財団法人に関する法律第197条において準用する同法

第91条第２項及び定款第25条第６項の規定に基づき、代表理事及び業務執行理

事の職務執行状況を報告する。 

 

１ 理事会等の開催 

（１）理事会の開催 

次のとおり理事会を開催し、各議案の審議等を行った。 

 

区分 開催日 

 

決議事項、報告事項 

第３回理事会 

 

３月31日 決議事項５件 

・事業計画及び収支予算の承認 

・大会開催基本計画の決定 

・公益認定の申請 

・2028年技能五輪国際大会の基本的な方向 

・評議員会の開催 

報告事項２件 

・個別事業計画（競技計画、運営計画、宿泊 

輸送計画、広報計画） 

・代表理事及び業務執行理事の職務執行状況 

第４回理事会 

（書面開催） 

５月29日 決議事項６件 

・会計処理規程の一部改正 

・資金運用に関する規程の一部改正 

・寄付金等取扱規程の策定 

・収支予算書の修正 

・資金調達及び設備投資の見込みを記載した

書類 

・資金運用計画 

 

 

 

 

資料６ 



2 

 

（２）評議員会の提案 

   会長筒井義信は、次のとおり評議員会の開催を提案した。 

 

区分 開催日 決議事項、報告事項 

第３回評議員会 

（書面開催） 

４月24日 決議事項２件 

・評議員の選任 

・定款、評議員及び役員等の報酬等並びに

費用に関する規程の一部改正 

 

 

２ 大会実施計画の策定などの着実な準備の推進 

（１）競技・運営体制の検討・整備 

前年度に作成した大会開催基本計画や競技計画、運営計画に基づき、

大会会場レイアウトの検討を行うとともに、競技運営、安全・衛生管理、

警備体制、メディアセンター、ボランティア運営など大会全般にわたる

準備スケジュールや運営体制の検討等を行うための競技・運営基本設計

の作成に着手した。 

有識者の助言を踏まえ競技運営等の準備を実施するために、運営準備

委員会を開催した。また、関係企業・団体との調整を進め、競技運営の

中核を担うワークショップ・マネジャーを選任するとともに、ワークシ

ョップ・マネジャーに対する集合研修を５月に開催した。 

 

（２）広報活動の検討 

大会の認知度向上と開催気運の醸成を図るため、前年度に作成した広

報計画等に基づき、広報ツール（シンボルマーク、ブランドブック等）

の検討を進めるとともに、大会公式ホームページ開設の準備を進めた。

併せて、2026年技能五輪国際大会（以下「上海大会」という。）におい

て実施する大会ＰＲ事業の実施準備を進めた。 

 

（３）協賛・寄付制度の検討 

大会開催経費の確保に向けて、協賛・寄付活動を行う体制を整備する

ため、協賛の区分・ランク・特典などの制度設計や、協賛・寄付獲得戦

略の検討を進めた。 

 

（４）宿泊・輸送体制の検討 

    前年度に作成した大会開催基本計画や宿泊・輸送計画等に基づき、大

会開催に当たり必要となる宿泊施設や輸送手段、食事内容を検討するほ
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か、大会参加者に販売するパッケージプランの内容の検討を開始するた

めの宿泊・輸送等実施計画の作成に着手した。 

 

（５）公式行事・付帯事業の検討 

開閉会式、カンファレンス、レセプション、一校一国プログラムなど

の公式行事や競技解説ツアーなどの付帯事業の実施準備のため、基本計

画の作成に着手した。 

 

（６）ワールドスキルズ・インターナショナル（ＷＳＩ）等との調整 

ＷＳＩとの計画会議の開催について調整を行うとともに、上記の各種

検討に当たってＷＳＩからの情報収集や意見交換等の準備を進めた。ま

た、上海大会の視察・調査に向けて、上海大会組織委員会からの情報収

集や調整等を進めた。 

 

３ 業務管理委員会の設置 

第３回理事会で決定した「2028年技能五輪国際大会の基本的な方向につ

いて」を踏まえ、大会準備・運営におけるコスト管理及び執行統制の強化

を図るため、国、愛知県及び組織委員会の代表者から成る「業務管理委員

会」を設置し、第１回会合を５月に開催した。 

 

４ 事務局体制の整備 

各種規程の整備を含め、内閣総理大臣に対する公益認定申請の準備を進

めた。また、事務局体制を強化するため、民間企業等に対して出向派遣の

協力依頼を実施した。 
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